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宮城県内外の
生活支援コーディネーターおよび協議体の
取り組みを発信しながら、
住民や専門職・関係機関の意識を高め、
最後まで住み慣れた地域で暮らし続ける
社会づくりを目指します。
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住 み 慣 れ た 地 域 で 暮 ら し 続 け る た め の お 宝 探 し 情 報 紙

住み慣れた地域で暮らし続けるためのお宝探し情報紙

バックナンバーがホームページで読めます   http://www.clc-japan.com/sasaeai_m/
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8 まちづくり短信
宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議事務局（宮城県社協）

北海道更別村の生活支援コーディネーター大岡恵子さん。住民がワークショップで制作した冊子のお披露目イベントで、参加者が寄せた感想を木の葉に模して示す。

宮城県地域支え合い・
生活支援推進連絡会議事務局
（宮城県社会福祉協議会）
〈２０２０年9～10月期〉

気仙沼市で協力員・推進員合同会議
　気仙沼市社会福祉協議会は、地域支え合い推進員（生活支援コーディネーター）を第
１層に１人、第２層に10人配置しているほか、推進員と地域とのつなぎ役となる「地域支
え合い協力員」を住民から選任しています。協力員はいわば、推進員が地域に入るとき
の「水先案内人」であり、住民の立場から支え合いの大切さを伝える役割もあります。
現在15人が活躍中で、将来的には第２層を構成する地区社協単位の16地区に２人ず
つ、計32人置く予定です。
　その協力員と推進員が地域の情報を共有し、地域づくりの方向性について検討、確
認する「地域支え合い協力員・地域支え合い推進員合同連絡会議」が10月13日、市民
福祉センター「やすらぎ」で開かれました。会議ではまず第１層推進員が、協力員との
役割分担のあり方などを説明。続いて第２層推進員らが前年度の活動報告を行い、今後
の協力員との連携などについて意見を出し合いました。また、コロナ禍における地域支
え合い活動や見守りについても情報交換を行いました。

（９月25日）若林区の包括と社協が研修共催
　仙台市社会福祉協議会若林区事務所と沖野地域包括支援センターが９月25日、六郷地区社会福祉協議会の協力
のもと、ボランティア研修会を開催しました。テーマは「安心して、楽しく暮らし続けられる地域づくりのためにでき
ること」。福祉委員を務める住民をはじめ、民生・児童委員、地域福祉活動の実践者、ボランティアに興味がある人
など計約40人が参加しました。講師は、仙台白百合女子大学の志水田鶴子准教授と、ほっとサロン将監の佐藤涼子
氏です。
　志水准教授は、「地域づくりは人と人とがつながり合うことから始まる」とし、何気ないおしゃべりといった日常
的な交流によっても「住民同士がお互いに気にかけ合う関係が育まれる」と関係づくりの重要性を強調。そのうえ
で、「気にかけ合って暮らすことが、住み慣れた地域で安心して生活し続けるという私たちの願いの実現に大きな影
響を与える」と訴えました。
　市社協の各区事務所には、今年度から第１層生活支援コーディネーターが配置されています。従来から各地域包
括支援センターで活動する第２層生活支援コーディネーターとの連携が進みつつあり、研修会の共催もその成果の
一つです。

生活支援体制整備事業や地域づくり支援に関する
問い合わせ、情報提供はお気軽に事務局まで
電話：０２２‐２６６‐２６２１
担当：佐藤正、菊池琴美

情報交換会３か所で開催へ 全国セミナーは開催中止

【お知らせ】

　生活支援コーディネーターをはじめ介護・福祉の専門
職、行政の事業担当者らが市町村の枠を越えてグループ
ワーク形式で情報を共有する情報交換会が、県南・県
北・仙台の３つの圏域ごとに開かれます。ワークのテーマ
は、コロナ禍における地域づくり、協議体の運営、高齢者
の移動サービスなど。日時と会場は▷仙台＝12月11日（Ｔ
ＫＰガーデンシティ仙台勾当台）▷県南＝12月14日（県大
河原合同庁舎）▷県北＝12月16日（ホテルサンシャイン佐
沼）。詳細は送付資料を参照いただくか、事務局までお
問い合わせください。

　毎年５００人内外の規模で開催される「宮
城発これからの福祉を考える全国セミナー」
は、新型コロナウイルスの感染防止の徹底
が難しいとの判断から、このほど中止が決定
しました。



　
「
要
は
、
住
民
が
自
分
で
『
老
い
の
デ
ザ

イ
ン
』
を
し
よ
う
っ
て
こ
と
で
す
」

　
北
海
道
更
別
村
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
大
岡
恵
子
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

　
高
齢
に
な
っ
て
も
仕
事
や
趣
味
、
特
技
な

ど
を
生
か
し
て
活
躍
す
る
村
の
高
齢
者
を

住
民
が
取
材
、
冊
子
に
掲
載
す
る
「
こ
れ
か

ら
の
大
人
の
暮
ら
し
方
を
考
え
る
冊
子
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
２
０
１
９
年
度
に

開
催
し
た
。

　
「
介
護
・
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
に
頼
る
だ
け

じ
ゃ
な
い
、
豊
か
で
幸
せ
な
高
齢
期
の
暮
ら

し
方
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
も
こ
ん
な

ふ
う
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
描

き
、
何
を
す
れ
ば
実
現
で
き
る
か
を
考
え
て

も
ら
う
わ
け
で
す
」

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
冊
子
で
も
「
高
齢

者
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
ず
、「
大
人
（
65

歳
か
ら
の
）
」
と
表
記
し
て
い
る
。

　
「
〝
高
齢
者
〞
と
す
れ
ば
、
参
加
者
や
読

者
が
限
定
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
高

齢
に
な
っ
て
い
く
若
い
世
代
へ
の
働
き
か
け

こ
そ
大
事
。
介
護
予
防
や
住
民
同
士
で
支
え

合
え
る
関
係
づ
く
り
は
、
高
齢
に
な
る
ず
っ

と
前
か
ら
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
す
」

　
若
い
世
代
に
も
照
準
を
向
け
る
こ
と
、
高

齢
で
も
幸
せ
な
暮
ら
し
方
が
あ
る
と
い
う
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
・
共
有
す
る

こ
と
。
そ
し
て
も
う
一
つ
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

は
、
新
た
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
立
ち
上

げ
よ
り
、
ま
ず
は
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

と
、
つ
な
が
り
の
な
か
で
行
わ
れ
る
支
え
合

い
の
最
大
化
を
目
指
す
点
に
あ
る
。

　
「
困
り
ご
と
を
抱
え
た
人
を
見
逃
さ
な
い

と
か
、
日
常
の
見
守
り
や
手
助
け
と
か
は
、

つ
な
が
り
の
あ
る
人
た
ち
同
士
で
す
る
の
が

最
も
負
担
感
が
な
く
効
果
的
。
制
度
や
仕

組
み
を
つ
く
る
よ
り
、
つ
な
が
り
を
育
む
生

活
文
化
を
広
げ
て
い
き
た
い
ん
で
す
」

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
は
、
更
別
農

業
高
校
の
生
徒
５
人
を
は
じ
め
10
〜
70
歳

代
の
男
女
30
人
。
10
歳
刻
み
の
年
齢
区
分
で

全
世
代
が
そ
ろ
う
。
平
均
年
齢
は
44
・
３

歳
。

　
公
募
制
だ
が
、
大
岡
さ
ん
が
特
に
参
加
し

て
ほ
し
い
と
思
う
人
に
は
直
接
声
を
か
け

た
。
そ
の
結
果
、
高
校
生
や
子
育
て
中
の
若

い
母
親
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
、
幅
の

広
い
年
齢
層
か
ら
多
彩
な
背
景
を
持
つ
人

た
ち
が
集
ま
っ
た
。
ち
な
み
に
高
校
生
の
参

加
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
村
社
会
福
祉
協

議
会
と
高
校
が
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
連
携
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
。

　
参
加
者
は
５
班
に
分
か
れ
、
５
つ
の
テ
ー

マ
＝
食
・
仕
事
・
趣
味
・
地
域
貢
献
・
生
活

文
化
＝
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
を
担
当
。
取

材
の
仕
方
を
学
び
、
取
材
対
象
を
選
定
し
、

取
材
、
成
果
の
ま
と
め
へ
と
進
ん
で
い
く
。

　
活
動
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
大
岡
さ
ん

の
ほ
か
村
社
協
の
事
務
局
長
と
地
域
福
祉

担
当
職
員
、
村
役
場
で
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
を
所
管
す
る
保
健
福
祉
課
の
職
員

ら
を
各
班
に
一
人
ず
つ
調
整
役
と
し
て
置
い

た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、コ
ミ
ュニ
ティ
デ
ザ
イ
ン
会

社
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ 

Ｌａ
ｂ
．（
オ
リ
ガ
ミ・

ラ
ボ
）合
同
会
社
の
檀
上
祐
樹
さ
ん（
現・東

北
芸
術
工
科
大
学
准
教
授
）を
招
い
て
い

る
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
全
６
回
。
２
０
１
９

年
６
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
翌
20
年
３
月
の
冊

子
の
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
で
終
了
（
※
イ
ベ

ン
ト
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で

開
催
を
20
年
７
月
に
延
期
し
た
）
。

　
第
１
回
目
は
「
大
事
に
し
た
い
更
別
で
の

暮
ら
し
の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
参
加
者
が

話
し
合
い
、
同
じ
よ
う
な
価
値
観
を
持
つ
人

た
ち
で
班
を
編
制
。
各
班
の
取
材
テ
ー
マ
も

こ
の
と
き
に
割
り
振
ら
れ
た
。

　
第
２
、
３
回
（
７
、
８
月
）
は
そ
れ
ぞ
れ

プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
、
雑
誌
編
集
者
を
講
師

に
招
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
き
れ
い
な

写
真
を
撮
る
方
法
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
相
手

の
話
を
上
手
に
引
き
出
す
コ
ツ
な
ど
、
ご
く

基
本
的
な
取
材
の
「
作
法
」
を
学
ん
だ
。

　
全
体
で
の
ワ
ー
ク
と
は
別
に
班
ご
と
の
打

ち
合
わ
せ
を
頻
繁
に
行
い
、
取
材
に
臨
ん
で

い
る
。
取
材
対
象
の
「
大
人
」
は
、
一
つ
の

班
に
つ
き
６
人
程
度
。
２
、
３
人
で
取
材

チ
ー
ム
を
組
み
、
分
担
し
て
対
象
者
の
自
宅

な
ど
に
出
向
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
撮
影
を

行
っ
た
。

　
第
４
回
の
ワ
ー
ク
（
10
月
）
で
取
材
成
果

を
共
有
し
、「
豊
か
な
暮
ら
し
方
」
の
キ
ー

ワ
ー
ド
や
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
。
第
５
回
で
そ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
「
幸
せ
な
『
大
人
』

の
暮
ら
し
の
た
め
に
今
し
た
い
こ
と
」
の
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た
。

　
出
て
き
た
ア
イ
デ
ア
は
、
た
と
え
ば
、
走

る
・
収
穫
す
る
・
調
理
す
る
・
食
べ
る
を
競

う
「
新
ス
ポ
ー
ツ
」
、
得
意
分
野
の
技
術
や

知
識
を
住
民
同
士
で
教
え
合
う
「
更
別
自
由

大
学
」
、
住
民
が
記
者
と
な
っ
て
村
内
の
小

さ
な
出
来
事
や
生
活
情
報
を
伝
え
る
「
更

別
タ
イ
ム
ス
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
で
楽
し
げ
な

も
の
ば
か
り
。

　
年
度
末
に
完
成
し
た
冊
子
「
村
の
暮
ら
し

の
見
本
帖
　
村
の
お
と
」（
Ａ
４
変
形
版
、

フ
ル
カ
ラ
ー
36
頁
）
に
は
、「
大
人
」
た
ち

の
記
事
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ア
や

ワ
ー
ク
の
プ
ロ
セ
ス
も
載
せ
た
。
冊
子
を
手

が
か
り
に
、
誰
で
も
自
身
の
「
豊
か
な
暮
ら

し
方
」
を
描
き
、
実
現
に
向
け
「
し
た
い
こ

と
」
を
整
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。

　
昨
年
度
の
こ
う
し
た
成
果
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
新
た
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
二

つ
、
今
年
８
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
一
つ
は
「
村
の
お
と
の
描
き
方
」
と
銘

打
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
冊
子
に
掲
載
し

た
10
の
「
し
た
い
こ
と
」
の
ア
イ
デ
ア
か

ら
、
実
現
さ
せ
た
い
と
思
う
も
の
選
ん
で
試

行
す
る
。
参
加
者
は
21
人
。
う
ち
16
人
が
前

年
度
の
冊
子
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
。
４
班
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
ず
つ
ア
イ
デ
ア
の

実
現
に
挑
戦
す
る
。

　
も
う
一
つ
は
「
暮
ら
し
の
さ
さ
え
あ
い
研

究
室
」
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
支
え
合
い
の

あ
り
方
を
、
特
定
の
テ
ー
マ
を
設
け
て
話
し

合
う
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
「
協
議

体
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
年
度
ご
と

に
一
つ
の
テ
ー
マ
を
扱
う
こ
と
に
し
て
お

り
、
初
年
度
の
今
年
は
「
食
」
を
取
り
上
げ

る
。
食
と
言
っ
て
も
高
齢
者
の
食
生
活
支
援

で
は
な
い
。
更
別
農
業
高
校
の
生
徒
が
開
発

し
た
食
酢
の
商
品
化
を
、
中
高
年
世
代
の

「
大
人
」
た
ち
が
応
援
す
る
と
い
う
内
容
。

　
具
体
的
に
は
、
容
器
ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン

や
宣
伝
、
レ
シ
ピ
提
案
と
い
っ
た
こ
と
を
話

し
合
う
、
い
わ
ば
販
促
会
議
。
高
校
生
10
人

と
50
〜
70
歳
代
14
人
の
計
24
人
が
参
加
す

る
。

　
地
域
づ
く
り
は
若
い
世
代
が
高
齢
者
を

支
え
る
と
い
う
図
式
に
な
り
が
ち
。
そ
れ
を

打
ち
破
り
、
世
代
を
超
え
た
話
し
合
い
の
場

で
新
た
な
つ
な
が
り
を
生
み
出
し
つ
つ
、一

方
通
行
で
は
な
い
「
支
え
合
い
」
に
つ
い
て

認
識
を
深
め
て
も
ら
う
。

　
「
こ
の
食
に
関
す
る
話
し
合
い
の
場
を

『
食
べ
ラ
ボ
』
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
実
験
室

で
す
ね
。
次
年
度
以
降
の
テ
ー
マ
は
未
定
で

す
が
、
た
と
え
ば
『
移
動
』
と
か
『
畑
仕

事
』
と
か
、
い
ろ
ん
な
ラ
ボ
が
『
研
究
室
』

か
ら
生
ま
れ
、
村
に
ふ
さ
わ
し
い
支
え
合
い

の
形
や
関
係
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
」

　
大
岡
さ
ん
が
仕
掛
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
は
、
高
齢
者
の
生
活
課
題
を
洗
い
出
し
て

解
決
を
目
指
す
と
い
っ
た
、
従
来
型
の
協
議

体
に
よ
く
あ
る
重
苦
し
さ
は
み
じ
ん
も
な

い
。
活
発
で
楽
し
く
、
前
向
き
な
雰
囲
気
で

い
っ
ぱ
い
だ
。

　
将
来
的
に
は
、「
村
の
お
と
の
描
き
方
」

と
「
暮
ら
し
の
さ
さ
え
あ
い
研
究
室
」
の
二

つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
テ
ー
マ
を
共
有
、

そ
れ
ぞ
れ
が
「
実
践
」
と
「
話
し
合
い
の

場
」
と
し
て
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
連
携
す

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
。

　
大
岡
さ
ん
は
、
同
村
出
身
、
在
住
の
42

歳
。
ア
パ
レ
ル
系
の
仕
事
を
経
て
２
０
１
１

年
に
村
社
協
へ
。
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健

福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
も
持

つ
。「
最
近
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
が

趣
味
」
で
、
チ
ラ
シ
制
作
な
ど
は
プ
ロ
並
み

の
腕
前
。

　
デ
ザ
イ
ン
に
は
創
造
力
と
理
想
追
求
の

姿
勢
が
欠
か
せ
な
い
。
こ
の
二
つ
の
要
素
は

地
域
づ
く
り
で
も
必
須
。一
人
で
は
無
理
で

も
、
何
人
か
が
つ
な
が
れ
ば
二
要
素
が
満
た

さ
れ
る
。「
老
い
の
デ
ザ
イ
ン
」
も
、
人
が

集
い
、
つ
な
が
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

大岡恵子さん（更別村老人福祉センターのロビーで）

住
民
が
村
の
元
気
高
齢
者
取
材

中
高
年
層
が
若
者
を
応
援
す
る

だ
ん
じ
ょ
う
ゆ
う
き

住民ワークショップで制作・発行した「村の暮らしの見本帖　村のおと」。
名称は、村ノートと村の音をかけている。
音は、住民の息づかいや生活の気配を表す。

「これからの大人の暮らし方を考える冊子づくりワークショップ」の様子。
子ども連れの若い母親も参加した（写真提供＝大岡恵子さん）

利

生
活

支
援コ
ーディネーター

に
聞
く（県外編）

「まちづくりの「まちづくりの

今」今」

【さらべつむら】北海道十勝地方南部に位置。ジャガイモなどの大規模畑作が基幹産業。
人口3158人、1332世帯、高齢化率31.0％（2020年9月1日）。2016年４月、村社会福祉協
議会に生活支援コーディネーター１人を配置。17年３月、誰でも参加できるオープンスペー
ス協議体「ささえ愛さらべつ」発足。19年６月、豊かな高齢期の暮らし方を学ぶ「これから
の大人の暮らし方を考える冊子づくりワークショップ」開始。20年３月、その成果を冊子
「村の暮らしの見本帖　村のおと」として発行（発行部数1,000部）。

更別村

北海道
更別村

住民自ら「老いのデザイン」
冊子制作ワークショップで

大岡恵子さん

「まちづくりの「まちづくりの今」今」（県外編）（県外編）

2MIYAGI まちづくりと地域支え合い vol.31



　
「
要
は
、
住
民
が
自
分
で
『
老
い
の
デ
ザ

イ
ン
』
を
し
よ
う
っ
て
こ
と
で
す
」

　
北
海
道
更
別
村
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
大
岡
恵
子
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

　
高
齢
に
な
っ
て
も
仕
事
や
趣
味
、
特
技
な

ど
を
生
か
し
て
活
躍
す
る
村
の
高
齢
者
を

住
民
が
取
材
、
冊
子
に
掲
載
す
る
「
こ
れ
か

ら
の
大
人
の
暮
ら
し
方
を
考
え
る
冊
子
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
２
０
１
９
年
度
に

開
催
し
た
。

　
「
介
護
・
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
に
頼
る
だ
け

じ
ゃ
な
い
、
豊
か
で
幸
せ
な
高
齢
期
の
暮
ら

し
方
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
も
こ
ん
な

ふ
う
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
描

き
、
何
を
す
れ
ば
実
現
で
き
る
か
を
考
え
て

も
ら
う
わ
け
で
す
」

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
冊
子
で
も
「
高
齢

者
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
ず
、「
大
人
（
65

歳
か
ら
の
）
」
と
表
記
し
て
い
る
。

　
「
〝
高
齢
者
〞
と
す
れ
ば
、
参
加
者
や
読

者
が
限
定
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
高

齢
に
な
っ
て
い
く
若
い
世
代
へ
の
働
き
か
け

こ
そ
大
事
。
介
護
予
防
や
住
民
同
士
で
支
え

合
え
る
関
係
づ
く
り
は
、
高
齢
に
な
る
ず
っ

と
前
か
ら
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
す
」

　
若
い
世
代
に
も
照
準
を
向
け
る
こ
と
、
高

齢
で
も
幸
せ
な
暮
ら
し
方
が
あ
る
と
い
う
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
・
共
有
す
る

こ
と
。
そ
し
て
も
う
一
つ
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

は
、
新
た
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
立
ち
上

げ
よ
り
、
ま
ず
は
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

と
、
つ
な
が
り
の
な
か
で
行
わ
れ
る
支
え
合

い
の
最
大
化
を
目
指
す
点
に
あ
る
。

　
「
困
り
ご
と
を
抱
え
た
人
を
見
逃
さ
な
い

と
か
、
日
常
の
見
守
り
や
手
助
け
と
か
は
、

つ
な
が
り
の
あ
る
人
た
ち
同
士
で
す
る
の
が

最
も
負
担
感
が
な
く
効
果
的
。
制
度
や
仕

組
み
を
つ
く
る
よ
り
、
つ
な
が
り
を
育
む
生

活
文
化
を
広
げ
て
い
き
た
い
ん
で
す
」

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
は
、
更
別
農

業
高
校
の
生
徒
５
人
を
は
じ
め
10
〜
70
歳

代
の
男
女
30
人
。
10
歳
刻
み
の
年
齢
区
分
で

全
世
代
が
そ
ろ
う
。
平
均
年
齢
は
44
・
３

歳
。

　
公
募
制
だ
が
、
大
岡
さ
ん
が
特
に
参
加
し

て
ほ
し
い
と
思
う
人
に
は
直
接
声
を
か
け

た
。
そ
の
結
果
、
高
校
生
や
子
育
て
中
の
若

い
母
親
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
、
幅
の

広
い
年
齢
層
か
ら
多
彩
な
背
景
を
持
つ
人

た
ち
が
集
ま
っ
た
。
ち
な
み
に
高
校
生
の
参

加
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
村
社
会
福
祉
協

議
会
と
高
校
が
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
連
携
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
。

　
参
加
者
は
５
班
に
分
か
れ
、
５
つ
の
テ
ー

マ
＝
食
・
仕
事
・
趣
味
・
地
域
貢
献
・
生
活

文
化
＝
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
を
担
当
。
取

材
の
仕
方
を
学
び
、
取
材
対
象
を
選
定
し
、

取
材
、
成
果
の
ま
と
め
へ
と
進
ん
で
い
く
。

　
活
動
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
大
岡
さ
ん

の
ほ
か
村
社
協
の
事
務
局
長
と
地
域
福
祉

担
当
職
員
、
村
役
場
で
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
を
所
管
す
る
保
健
福
祉
課
の
職
員

ら
を
各
班
に
一
人
ず
つ
調
整
役
と
し
て
置
い

た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、コ
ミ
ュニ
ティ
デ
ザ
イ
ン
会

社
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ 

Ｌａ
ｂ
．（
オ
リ
ガ
ミ・

ラ
ボ
）合
同
会
社
の
檀
上
祐
樹
さ
ん（
現・東

北
芸
術
工
科
大
学
准
教
授
）を
招
い
て
い

る
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
全
６
回
。
２
０
１
９

年
６
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
翌
20
年
３
月
の
冊

子
の
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
で
終
了
（
※
イ
ベ

ン
ト
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で

開
催
を
20
年
７
月
に
延
期
し
た
）
。

　
第
１
回
目
は
「
大
事
に
し
た
い
更
別
で
の

暮
ら
し
の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
参
加
者
が

話
し
合
い
、
同
じ
よ
う
な
価
値
観
を
持
つ
人

た
ち
で
班
を
編
制
。
各
班
の
取
材
テ
ー
マ
も

こ
の
と
き
に
割
り
振
ら
れ
た
。

　
第
２
、
３
回
（
７
、
８
月
）
は
そ
れ
ぞ
れ

プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
、
雑
誌
編
集
者
を
講
師

に
招
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
き
れ
い
な

写
真
を
撮
る
方
法
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
相
手

の
話
を
上
手
に
引
き
出
す
コ
ツ
な
ど
、
ご
く

基
本
的
な
取
材
の
「
作
法
」
を
学
ん
だ
。

　
全
体
で
の
ワ
ー
ク
と
は
別
に
班
ご
と
の
打

ち
合
わ
せ
を
頻
繁
に
行
い
、
取
材
に
臨
ん
で

い
る
。
取
材
対
象
の
「
大
人
」
は
、
一
つ
の

班
に
つ
き
６
人
程
度
。
２
、
３
人
で
取
材

チ
ー
ム
を
組
み
、
分
担
し
て
対
象
者
の
自
宅

な
ど
に
出
向
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
撮
影
を

行
っ
た
。

　
第
４
回
の
ワ
ー
ク
（
10
月
）
で
取
材
成
果

を
共
有
し
、「
豊
か
な
暮
ら
し
方
」
の
キ
ー

ワ
ー
ド
や
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
。
第
５
回
で
そ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
「
幸
せ
な
『
大
人
』

の
暮
ら
し
の
た
め
に
今
し
た
い
こ
と
」
の
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た
。

　
出
て
き
た
ア
イ
デ
ア
は
、
た
と
え
ば
、
走

る
・
収
穫
す
る
・
調
理
す
る
・
食
べ
る
を
競

う
「
新
ス
ポ
ー
ツ
」
、
得
意
分
野
の
技
術
や

知
識
を
住
民
同
士
で
教
え
合
う
「
更
別
自
由

大
学
」
、
住
民
が
記
者
と
な
っ
て
村
内
の
小

さ
な
出
来
事
や
生
活
情
報
を
伝
え
る
「
更

別
タ
イ
ム
ス
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
で
楽
し
げ
な

も
の
ば
か
り
。

　
年
度
末
に
完
成
し
た
冊
子
「
村
の
暮
ら
し

の
見
本
帖
　
村
の
お
と
」（
Ａ
４
変
形
版
、

フ
ル
カ
ラ
ー
36
頁
）
に
は
、「
大
人
」
た
ち

の
記
事
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ア
や

ワ
ー
ク
の
プ
ロ
セ
ス
も
載
せ
た
。
冊
子
を
手

が
か
り
に
、
誰
で
も
自
身
の
「
豊
か
な
暮
ら

し
方
」
を
描
き
、
実
現
に
向
け
「
し
た
い
こ

と
」
を
整
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。

　
昨
年
度
の
こ
う
し
た
成
果
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
新
た
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
二

つ
、
今
年
８
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
一
つ
は
「
村
の
お
と
の
描
き
方
」
と
銘

打
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
冊
子
に
掲
載
し

た
10
の
「
し
た
い
こ
と
」
の
ア
イ
デ
ア
か

ら
、
実
現
さ
せ
た
い
と
思
う
も
の
選
ん
で
試

行
す
る
。
参
加
者
は
21
人
。
う
ち
16
人
が
前

年
度
の
冊
子
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
。
４
班
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
ず
つ
ア
イ
デ
ア
の

実
現
に
挑
戦
す
る
。

　
も
う
一
つ
は
「
暮
ら
し
の
さ
さ
え
あ
い
研

究
室
」
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
支
え
合
い
の

あ
り
方
を
、
特
定
の
テ
ー
マ
を
設
け
て
話
し

合
う
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
「
協
議

体
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
年
度
ご
と

に
一
つ
の
テ
ー
マ
を
扱
う
こ
と
に
し
て
お

り
、
初
年
度
の
今
年
は
「
食
」
を
取
り
上
げ

る
。
食
と
言
っ
て
も
高
齢
者
の
食
生
活
支
援

で
は
な
い
。
更
別
農
業
高
校
の
生
徒
が
開
発

し
た
食
酢
の
商
品
化
を
、
中
高
年
世
代
の

「
大
人
」
た
ち
が
応
援
す
る
と
い
う
内
容
。

　
具
体
的
に
は
、
容
器
ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン

や
宣
伝
、
レ
シ
ピ
提
案
と
い
っ
た
こ
と
を
話

し
合
う
、
い
わ
ば
販
促
会
議
。
高
校
生
10
人

と
50
〜
70
歳
代
14
人
の
計
24
人
が
参
加
す

る
。

　
地
域
づ
く
り
は
若
い
世
代
が
高
齢
者
を

支
え
る
と
い
う
図
式
に
な
り
が
ち
。
そ
れ
を

打
ち
破
り
、
世
代
を
超
え
た
話
し
合
い
の
場

で
新
た
な
つ
な
が
り
を
生
み
出
し
つ
つ
、一

方
通
行
で
は
な
い
「
支
え
合
い
」
に
つ
い
て

認
識
を
深
め
て
も
ら
う
。

　
「
こ
の
食
に
関
す
る
話
し
合
い
の
場
を

『
食
べ
ラ
ボ
』
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
実
験
室

で
す
ね
。
次
年
度
以
降
の
テ
ー
マ
は
未
定
で

す
が
、
た
と
え
ば
『
移
動
』
と
か
『
畑
仕

事
』
と
か
、
い
ろ
ん
な
ラ
ボ
が
『
研
究
室
』

か
ら
生
ま
れ
、
村
に
ふ
さ
わ
し
い
支
え
合
い

の
形
や
関
係
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
」

　
大
岡
さ
ん
が
仕
掛
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
は
、
高
齢
者
の
生
活
課
題
を
洗
い
出
し
て

解
決
を
目
指
す
と
い
っ
た
、
従
来
型
の
協
議

体
に
よ
く
あ
る
重
苦
し
さ
は
み
じ
ん
も
な

い
。
活
発
で
楽
し
く
、
前
向
き
な
雰
囲
気
で

い
っ
ぱ
い
だ
。

　
将
来
的
に
は
、「
村
の
お
と
の
描
き
方
」

と
「
暮
ら
し
の
さ
さ
え
あ
い
研
究
室
」
の
二

つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
テ
ー
マ
を
共
有
、

そ
れ
ぞ
れ
が
「
実
践
」
と
「
話
し
合
い
の

場
」
と
し
て
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
連
携
す

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
。

　
大
岡
さ
ん
は
、
同
村
出
身
、
在
住
の
42

歳
。
ア
パ
レ
ル
系
の
仕
事
を
経
て
２
０
１
１

年
に
村
社
協
へ
。
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健

福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
も
持

つ
。「
最
近
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
が

趣
味
」
で
、
チ
ラ
シ
制
作
な
ど
は
プ
ロ
並
み

の
腕
前
。

　
デ
ザ
イ
ン
に
は
創
造
力
と
理
想
追
求
の

姿
勢
が
欠
か
せ
な
い
。
こ
の
二
つ
の
要
素
は

地
域
づ
く
り
で
も
必
須
。一
人
で
は
無
理
で

も
、
何
人
か
が
つ
な
が
れ
ば
二
要
素
が
満
た

さ
れ
る
。「
老
い
の
デ
ザ
イ
ン
」
も
、
人
が

集
い
、
つ
な
が
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

大岡恵子さん（更別村老人福祉センターのロビーで）

住
民
が
村
の
元
気
高
齢
者
取
材

中
高
年
層
が
若
者
を
応
援
す
る

だ
ん
じ
ょ
う
ゆ
う
き

住民ワークショップで制作・発行した「村の暮らしの見本帖　村のおと」。
名称は、村ノートと村の音をかけている。
音は、住民の息づかいや生活の気配を表す。

「これからの大人の暮らし方を考える冊子づくりワークショップ」の様子。
子ども連れの若い母親も参加した（写真提供＝大岡恵子さん）

利

生
活

支
援コ
ーディネーター

に

聞
く（県外編）

「まちづくりの「まちづくりの

今」今」

【さらべつむら】北海道十勝地方南部に位置。ジャガイモなどの大規模畑作が基幹産業。
人口3158人、1332世帯、高齢化率31.0％（2020年9月1日）。2016年４月、村社会福祉協
議会に生活支援コーディネーター１人を配置。17年３月、誰でも参加できるオープンスペー
ス協議体「ささえ愛さらべつ」発足。19年６月、豊かな高齢期の暮らし方を学ぶ「これから
の大人の暮らし方を考える冊子づくりワークショップ」開始。20年３月、その成果を冊子
「村の暮らしの見本帖　村のおと」として発行（発行部数1,000部）。

更別村

北海道
更別村

住民自ら「老いのデザイン」
冊子制作ワークショップで

大岡恵子さん

「まちづくりの「まちづくりの今」今」（県外編）（県外編）
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宮
城
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
に
当
た
る

生
活
支
援
相
談
員
を
、
被
災
し
た
住
民
自
身
が
担
い
ま
し

た
。
相
談
員
向
け
の
研
修
講
師
を
務
め
る
な
ど
し
て
、
被
災

地
の
住
民
と
接
し
た
の
は
、
私
に
は
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま

し
た
。
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
と
し
て
長
く
個
別

支
援
の
分
野
に
携
わ
っ
て
ま
す
が
、
震
災
を
契
機
に
、
地
域

支
援
や
住
民
の
力
を
生
か
す
地
域
づ
く
り
の
知
見
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
２
０
１
５
年
に
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
が
始
ま
り
、
私

が
住
民
と
関
わ
る
機
会
は
一
層
増
え
て
い
ま
す
。
宮
城
県
の

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
で
は
、
一
般
住
民

も
参
加
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
住
民
が
研
修
に

参
加
す
る
と
、
「
地
域
の
お
宝
」
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
が
非
常
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
で
「
地
域
の
お
宝
」
発
表
会
や
勉
強
会
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。
参
加
・
登
壇
す
る
住
民
は
、
と
て
も
多
彩

な
「
お
宝
的
活
動
」
を
披
露
し
て
く
れ
ま
す
。
お
茶
飲
み
や

お
す
そ
分
け
と
い
っ
た
近
所
付
き
合
い
、
地
域
の
祭
り
や
交

流
イ
ベ
ン
ト
、
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
伝
統
芸
能
、
手
工

芸
、
郷
土
料
理
づ
く
り
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
、
仲
間
う
ち
で
行

わ
れ
る
支
え
合
い
な
ど
な
ど
…

　
お
宝
と
し
て
の
住
民
と
そ
の
活
動
は
、
本
当
に
魅
力
的
で

か
っ
こ
よ
く
、
憧
れ
ま
す
。
発
表
会
を
見
る
と
「
あ
な
た
は

年
を
取
っ
て
も
か
っ
こ
よ
く
生
き
ら
れ
る
か
」
と
問
わ
れ
、

同
時
に
「
こ
ん
な
こ
と
が
元
気
の
秘
け
つ
に
な
る
、
あ
な
た

に
も
き
っ
と
で
き
る
」
と
励
ま
さ
れ
る
思
い
が
し
ま
す
。

　
高
齢
期
手
前
の
世
代
や
も
っ
と
若
い
世
代
に
も
、
お
宝
を
知
っ

て
ほ
し
い
。
共
感
と
憧
れ
を
抱
き
、
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
考
え

て
ほ
し
い
。
好
き
な
こ
と
、
得
意
な
こ
と
を
生
か
し
て
自
分
ら
し

い
お
宝
を
見
つ
け
た
り
、
生
み
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
と
て
も

効
果
的
な
介
護
予
防
だ
し
、
住
民
の
力
を
生
か
す
地
域
づ
く
り
に

な
り
ま
す
。

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
地
域
に
入
っ
て
、
お
宝
と
し

て
の
住
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
教
え
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
え
で
地
域
づ
く
り
支
援
を
考
え
な
い
と
、
何
を
や
っ
て
も

上
滑
り
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
暮
ら
し
ぶ
り
を
教
わ
る
に

は
、
住
民
と
親
し
く
な
り
、
信
頼
を
育
む
よ
う
な
関
わ
り
方
を
す

る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
と
き
に
は
一
個
人
と
し
て
飲
食
を
と

も
に
し
た
り
、
行
事
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
地
域
に
は
地
域
の
、
よ
そ
の
人
と
親
し
く
な
る
作
法
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
無
視
し
て
「
私
を
信
頼
し
て
」
「
地
域
づ
く

り
を
」
と
言
っ
て
も
、
う
ま
く
い
く
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　
お
宝
の
意
義
や
価
値
、
地
域
に
入
る
必
要
や
作
法
な
ど
は
、
所

属
組
織
の
上
司
・
同
僚
、
行
政
の
事
業
担
当
に
理
解
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
得
ま
す
。
厳
し
い
よ
う
で
す
が
、
周
囲
の
無
理
解
を
嘆

く
よ
り
、
相
手
の
専
門
や
立
場
を
踏
ま
え
て
説
明
す
る
努
力
を
し

ま
し
ょ
う
。
自
分
の
仕
事
を
説
明
で
き
な
い
の
は
、
自
分
自
身
が

よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
か
ら
。
何
を
目
指
し
、
そ
の
た
め
に
何
を

す
る
の
か
を
明
確
な
言
葉
で
示
し
、
必
要
に
応
じ
て
写
真
な
ど
も

使
っ
て
、
伝
え
る
。
そ
れ
も
ま
た
、
地
域
づ
く
り
支
援
者
と
し
て

の
貴
重
な
学
び
と
成
長
の
機
会
で
す
。

「
お
宝
」
の
か
っ
こ
よ
さ
に
憧
れ
る

住民の力生かす
地域づくり

医療ソーシャルワーカーなどを経て仙台白百合女子大学
准教授。専門は社会福祉援助技術。主な研究テーマは、
障害者に対する地域生活自立支援、被災者支援従事者
育成、生活支援コーディネーター育成と協議体運営など。
１９６９年生まれ、仙台市在住。

志水田鶴子氏

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
聞
く

地
域
づ
く
り
・
回
顧
と
展
望
③

　
私
は
時
々
、
住
民
向
け
の
支
え
合
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
で
は
、
高
齢
者
の
生
活
課
題
と
し
て
庭
木
の
手
入
れ

や
草
取
り
、
買
い
も
の
、
外
出
、
ゴ
ミ
出
し
、
雪
か
き
な
ど

が
難
し
い
と
い
っ
た
話
が
、
ど
の
ま
ち
の
ど
ん
な
地
域
で
も

よ
く
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
実
際
に
住
民
自
身
に
何

が
で
き
る
か
と
な
る
と
、
や
は
り
皆
さ
ん
尻
込
み
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
ね
。
で
も
、
少
し
ず
つ
意
識
が
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
あ
る
地
域
で
最
近
、
２
年
ぶ
り
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し

た
ん
で
す
が
、
生
活
課
題
だ
け
で
な
く
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
、
得
意
な
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
出
て
き
た
ん
で
す
。
「
私
は

草
取
り
が
大
好
き
」
と
か
「
絵
が
得
意
」
と
か
。
す
ご
く
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ど
う
や
ら
こ
の
２
年
間
で
、
私
以
外
に
も
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
や
行
政
の
保
健
師
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
な
ど
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
、
そ
の
地
域
に

関
わ
っ
て
い
た
よ
う
な
の
で
す
。
い
ろ
ん
な
人
の
地
道
な
関

与
に
よ
っ
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を

生
か
す
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
ん
で
す
。

　
実
は
そ
の
地
域
が
あ
る
ま
ち
は
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
そ

う
は
思
い
ま
せ
ん
。
何
を
ど
う
評
価
し
、
成
果
と
す
る
か
。

そ
こ
が
き
ち
ん
と
検
討
、
共
有
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
地
域
づ
く
り
は
、
住
民
の
意
識
を
変
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
や
が
て
は
何
ら
か
の

活
動
組
織
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
人
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
と
き
は
し
っ
か
り
寄
り
添
っ
て
支
援
す
べ
き
で
す
。

　
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
、
そ
の
な
か
で
日
々
ち
ょ
っ

と
し
た
見
守
り
や
支
え
合
い
を
行
う
、
そ
れ
も
一
種
の
社
会
参
加

で
す
し
、介
護
予
防
で
す
。
そ
う
し
た「
地
域
の
お
宝
」に
気
づ
き
、

評
価
す
る
セ
ン
ス
が
支
援
者
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
の
実
家
は
仙
台
市
内
で
衣
料
雑
貨
の
店
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。
買
い
も
の
の
用
が
な
く
て
も
、
近
所
の
人
た
ち
が

い
つ
も
集
ま
っ
て
お
茶
飲
み
を
し
て
い
ま
し
た
。
近
く
の
市
場
に

野
菜
を
売
り
に
来
た
農
家
の
人
が
店
で
ひ
と
休
み
し
て
、
お
弁
当

を
食
べ
た
り
も
し
て
ま
し
た
。
高
齢
の
お
客
さ
ん
が
来
る
と
、
父

は
「
典
子
、
荷
物
を
家
ま
で
持
っ
て
行
っ
て
あ
げ
な
さ
い
」
と
私

に
言
い
つ
け
ま
し
た
。
遠
方
の
お
客
さ
ん
の
注
文
で
商
品
を
配
達

す
る
と
き
、
私
も
一
緒
に
車
に
乗
っ
て
い
く
ん
で
す
が
、
配
達
先

の
お
客
さ
ん
が
よ
く
「
店
に
戻
る
つ
い
で
に
街
中
ま
で
乗
せ
て
」

と
頼
み
、父
は
気
さ
く
に
応
じ
て
ま
し
た
。
刑
務
所
も
近
く
に
あ
っ

て
、
母
は
出
所
者
が
来
る
と
す
ぐ
気
づ
い
て
、
日
用
品
を
セ
ッ
ト

に
し
て
お
い
た
も
の
を
「
よ
か
っ
た
ら
使
っ
て
」
と
差
し
上
げ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
、
そ
ん
な
様
子
を
い
つ
も
見
て

い
ま
し
た
。
い
ま
思
え
ば
、
実
家
は
地
域
の
お
宝
で
し
た
ね
。

　
お
宝
に
触
れ
る
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
、
地
域
づ
く
り
の

セ
ン
ス
を
磨
い
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
地
域
に
出
て
、

住
民
と
接
す
る
こ
と
で
す
。

「
お
宝
」
を
適
切
に
評
価
す
る

地
道
な
関
与
で
住
民
に
変
化

地域づくりの
視点とセンス

１９９８年、大河原町で友人らと「住民参加型在宅福祉グ
ループほっとあい」を立ち上げ、翌年ＮＰＯ法人化。２００
２～１５年理事長、１６年以降は副理事長。公益財団法
人さわやか福祉財団インストラクター。１９５０年生まれ、
大河原町在住。

渡邊典子氏

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
聞
く

地
域
づ
く
り
・
回
顧
と
展
望
④

（宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議運営委員） （宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議運営委員）

「
地
域
の
作
法
」
踏
ま
え
信
頼
育
む
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宮
城
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
に
当
た
る

生
活
支
援
相
談
員
を
、
被
災
し
た
住
民
自
身
が
担
い
ま
し

た
。
相
談
員
向
け
の
研
修
講
師
を
務
め
る
な
ど
し
て
、
被
災

地
の
住
民
と
接
し
た
の
は
、
私
に
は
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま

し
た
。
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
と
し
て
長
く
個
別

支
援
の
分
野
に
携
わ
っ
て
ま
す
が
、
震
災
を
契
機
に
、
地
域

支
援
や
住
民
の
力
を
生
か
す
地
域
づ
く
り
の
知
見
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
２
０
１
５
年
に
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
が
始
ま
り
、
私

が
住
民
と
関
わ
る
機
会
は
一
層
増
え
て
い
ま
す
。
宮
城
県
の

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
で
は
、
一
般
住
民

も
参
加
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
住
民
が
研
修
に

参
加
す
る
と
、
「
地
域
の
お
宝
」
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
が
非
常
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
で
「
地
域
の
お
宝
」
発
表
会
や
勉
強
会
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。
参
加
・
登
壇
す
る
住
民
は
、
と
て
も
多
彩

な
「
お
宝
的
活
動
」
を
披
露
し
て
く
れ
ま
す
。
お
茶
飲
み
や

お
す
そ
分
け
と
い
っ
た
近
所
付
き
合
い
、
地
域
の
祭
り
や
交

流
イ
ベ
ン
ト
、
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
伝
統
芸
能
、
手
工

芸
、
郷
土
料
理
づ
く
り
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
、
仲
間
う
ち
で
行

わ
れ
る
支
え
合
い
な
ど
な
ど
…

　
お
宝
と
し
て
の
住
民
と
そ
の
活
動
は
、
本
当
に
魅
力
的
で

か
っ
こ
よ
く
、
憧
れ
ま
す
。
発
表
会
を
見
る
と
「
あ
な
た
は

年
を
取
っ
て
も
か
っ
こ
よ
く
生
き
ら
れ
る
か
」
と
問
わ
れ
、

同
時
に
「
こ
ん
な
こ
と
が
元
気
の
秘
け
つ
に
な
る
、
あ
な
た

に
も
き
っ
と
で
き
る
」
と
励
ま
さ
れ
る
思
い
が
し
ま
す
。

　
高
齢
期
手
前
の
世
代
や
も
っ
と
若
い
世
代
に
も
、
お
宝
を
知
っ

て
ほ
し
い
。
共
感
と
憧
れ
を
抱
き
、
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
考
え

て
ほ
し
い
。
好
き
な
こ
と
、
得
意
な
こ
と
を
生
か
し
て
自
分
ら
し

い
お
宝
を
見
つ
け
た
り
、
生
み
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
と
て
も

効
果
的
な
介
護
予
防
だ
し
、
住
民
の
力
を
生
か
す
地
域
づ
く
り
に

な
り
ま
す
。

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
地
域
に
入
っ
て
、
お
宝
と
し

て
の
住
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
教
え
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
え
で
地
域
づ
く
り
支
援
を
考
え
な
い
と
、
何
を
や
っ
て
も

上
滑
り
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
暮
ら
し
ぶ
り
を
教
わ
る
に

は
、
住
民
と
親
し
く
な
り
、
信
頼
を
育
む
よ
う
な
関
わ
り
方
を
す

る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
と
き
に
は
一
個
人
と
し
て
飲
食
を
と

も
に
し
た
り
、
行
事
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
地
域
に
は
地
域
の
、
よ
そ
の
人
と
親
し
く
な
る
作
法
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
無
視
し
て
「
私
を
信
頼
し
て
」
「
地
域
づ
く

り
を
」
と
言
っ
て
も
、
う
ま
く
い
く
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　
お
宝
の
意
義
や
価
値
、
地
域
に
入
る
必
要
や
作
法
な
ど
は
、
所

属
組
織
の
上
司
・
同
僚
、
行
政
の
事
業
担
当
に
理
解
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
得
ま
す
。
厳
し
い
よ
う
で
す
が
、
周
囲
の
無
理
解
を
嘆

く
よ
り
、
相
手
の
専
門
や
立
場
を
踏
ま
え
て
説
明
す
る
努
力
を
し

ま
し
ょ
う
。
自
分
の
仕
事
を
説
明
で
き
な
い
の
は
、
自
分
自
身
が

よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
か
ら
。
何
を
目
指
し
、
そ
の
た
め
に
何
を

す
る
の
か
を
明
確
な
言
葉
で
示
し
、
必
要
に
応
じ
て
写
真
な
ど
も

使
っ
て
、
伝
え
る
。
そ
れ
も
ま
た
、
地
域
づ
く
り
支
援
者
と
し
て

の
貴
重
な
学
び
と
成
長
の
機
会
で
す
。

「
お
宝
」
の
か
っ
こ
よ
さ
に
憧
れ
る

住民の力生かす
地域づくり

医療ソーシャルワーカーなどを経て仙台白百合女子大学
准教授。専門は社会福祉援助技術。主な研究テーマは、
障害者に対する地域生活自立支援、被災者支援従事者
育成、生活支援コーディネーター育成と協議体運営など。
１９６９年生まれ、仙台市在住。

志水田鶴子氏

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
聞
く

地
域
づ
く
り
・
回
顧
と
展
望
③

　
私
は
時
々
、
住
民
向
け
の
支
え
合
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
で
は
、
高
齢
者
の
生
活
課
題
と
し
て
庭
木
の
手
入
れ

や
草
取
り
、
買
い
も
の
、
外
出
、
ゴ
ミ
出
し
、
雪
か
き
な
ど

が
難
し
い
と
い
っ
た
話
が
、
ど
の
ま
ち
の
ど
ん
な
地
域
で
も

よ
く
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
実
際
に
住
民
自
身
に
何

が
で
き
る
か
と
な
る
と
、
や
は
り
皆
さ
ん
尻
込
み
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
ね
。
で
も
、
少
し
ず
つ
意
識
が
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
あ
る
地
域
で
最
近
、
２
年
ぶ
り
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し

た
ん
で
す
が
、
生
活
課
題
だ
け
で
な
く
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
、
得
意
な
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
出
て
き
た
ん
で
す
。
「
私
は

草
取
り
が
大
好
き
」
と
か
「
絵
が
得
意
」
と
か
。
す
ご
く
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ど
う
や
ら
こ
の
２
年
間
で
、
私
以
外
に
も
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
や
行
政
の
保
健
師
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
な
ど
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
、
そ
の
地
域
に

関
わ
っ
て
い
た
よ
う
な
の
で
す
。
い
ろ
ん
な
人
の
地
道
な
関

与
に
よ
っ
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を

生
か
す
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
ん
で
す
。

　
実
は
そ
の
地
域
が
あ
る
ま
ち
は
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
そ

う
は
思
い
ま
せ
ん
。
何
を
ど
う
評
価
し
、
成
果
と
す
る
か
。

そ
こ
が
き
ち
ん
と
検
討
、
共
有
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
地
域
づ
く
り
は
、
住
民
の
意
識
を
変
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
や
が
て
は
何
ら
か
の

活
動
組
織
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
人
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
と
き
は
し
っ
か
り
寄
り
添
っ
て
支
援
す
べ
き
で
す
。

　
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
、
そ
の
な
か
で
日
々
ち
ょ
っ

と
し
た
見
守
り
や
支
え
合
い
を
行
う
、
そ
れ
も
一
種
の
社
会
参
加

で
す
し
、介
護
予
防
で
す
。
そ
う
し
た「
地
域
の
お
宝
」に
気
づ
き
、

評
価
す
る
セ
ン
ス
が
支
援
者
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
の
実
家
は
仙
台
市
内
で
衣
料
雑
貨
の
店
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。
買
い
も
の
の
用
が
な
く
て
も
、
近
所
の
人
た
ち
が

い
つ
も
集
ま
っ
て
お
茶
飲
み
を
し
て
い
ま
し
た
。
近
く
の
市
場
に

野
菜
を
売
り
に
来
た
農
家
の
人
が
店
で
ひ
と
休
み
し
て
、
お
弁
当

を
食
べ
た
り
も
し
て
ま
し
た
。
高
齢
の
お
客
さ
ん
が
来
る
と
、
父

は
「
典
子
、
荷
物
を
家
ま
で
持
っ
て
行
っ
て
あ
げ
な
さ
い
」
と
私

に
言
い
つ
け
ま
し
た
。
遠
方
の
お
客
さ
ん
の
注
文
で
商
品
を
配
達

す
る
と
き
、
私
も
一
緒
に
車
に
乗
っ
て
い
く
ん
で
す
が
、
配
達
先

の
お
客
さ
ん
が
よ
く
「
店
に
戻
る
つ
い
で
に
街
中
ま
で
乗
せ
て
」

と
頼
み
、父
は
気
さ
く
に
応
じ
て
ま
し
た
。
刑
務
所
も
近
く
に
あ
っ

て
、
母
は
出
所
者
が
来
る
と
す
ぐ
気
づ
い
て
、
日
用
品
を
セ
ッ
ト

に
し
て
お
い
た
も
の
を
「
よ
か
っ
た
ら
使
っ
て
」
と
差
し
上
げ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
、
そ
ん
な
様
子
を
い
つ
も
見
て

い
ま
し
た
。
い
ま
思
え
ば
、
実
家
は
地
域
の
お
宝
で
し
た
ね
。

　
お
宝
に
触
れ
る
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
、
地
域
づ
く
り
の

セ
ン
ス
を
磨
い
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
地
域
に
出
て
、

住
民
と
接
す
る
こ
と
で
す
。

「
お
宝
」
を
適
切
に
評
価
す
る

地
道
な
関
与
で
住
民
に
変
化

地域づくりの
視点とセンス

１９９８年、大河原町で友人らと「住民参加型在宅福祉グ
ループほっとあい」を立ち上げ、翌年ＮＰＯ法人化。２００
２～１５年理事長、１６年以降は副理事長。公益財団法
人さわやか福祉財団インストラクター。１９５０年生まれ、
大河原町在住。

渡邊典子氏

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
聞
く

地
域
づ
く
り
・
回
顧
と
展
望
④

（宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議運営委員） （宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議運営委員）

「
地
域
の
作
法
」
踏
ま
え
信
頼
育
む
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２
０
１
５
年
10
月
か
ら
運
営
委
員
と
し
て
、
県
内
市
町
村

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
国
各
地
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
以
下
、
Ｓ
Ｃ
）
や
協
議
体
の
取
り
組
み
を
見
聞

き
し
て
き
ま
し
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
い

う
よ
り
、
住
民
と
と
も
に
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
当
事
者

（
社
協
職
員
）
の
立
場
で
の
関
わ
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
宮
城
発
全
国
セ
ミ
ナ
ー
や
情
報
交
換
会
な
ど

に
お
い
て
、
頑
張
っ
て
い
る
Ｓ
Ｃ
の
活
躍
が
数
々
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
ほ
ぼ
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は

「
お
宝
探
し
の
セ
ン
ス
の
よ
さ
」
で
す
。
た
ぶ
ん
、
地
域
の

情
報
を
受
け
止
め
る
ア
ン
テ
ナ
の
感
度
が
い
い
か
ら
で
き
る

術
で
、
加
え
て
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
お
宝
に
意
味
づ

け
を
し
て
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
、
住
民
の
想
い
や
力

を
さ
ら
に
引
き
出
す
こ
と
が
容
易
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
な
か
に
は
同
じ
頑
張
り
で
も
孤
軍
奮
闘
の
Ｓ
Ｃ

も
い
ま
す
。
Ｓ
Ｃ
個
人
の
力
だ
け
に
任
せ
た
の
で
は
負
担
が

大
き
く
長
続
き
し
ま
せ
ん
の
で
、
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い

（
抱
え
込
ま
せ
な
い
）
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
組
織
連
携
に
お
い
て
も
、
「
現
状
把
握
で
終
わ
っ
て
し
ま

う
」
「
具
体
的
な
話
し
合
い
が
不
十
分
」
の
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
チ
ー
ム
で
受
け
止
め
チ
ー
ム
で

支
援
す
る
仕
組
み
や
体
制
づ
く
り
が
喫
緊
の
課
題
と
言
え
ま

す
。

　
こ
れ
は
、
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
の
進
め
方
に
も
問
題
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
理
念
の
話
だ
け
で
、
手
順
や
方
法
の

議
論
が
不
十
分
だ
と
、
結
局
ど
う
す
る
の
か
曖
昧
に
な
っ
て
し

ま
い
、
い
わ
ゆ
る
「
空
中
戦
」
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
５
Ｗ
（
い
つ
、
ど
こ
で
、
だ
れ
が
、
な
に
を
、
な

ぜ
）
１
Ｈ
を
意
識
し
た
組
み
立
て
で
、
特
に
Ｈ
（
ど
の
よ
う
に
）

が
肝
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
は
時
間
を
か
け
て
議
論
を
重
ね
る

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
会
議
記
録
の
可
視
化
（
見

え
る
化
・
見
せ
る
化
）
も
認
識
を
共
有
す
る
大
事
な
ツ
ー
ル
で

す
。
何
が
決
ま
っ
て
、
何
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
の
か
、
し
っ
か
り

確
認
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
支
え
合
い
活
動
で
は
、
な
か
な
か
「
こ
う

す
れ
ば
す
べ
て
う
ま
く
い
く
！
」
と
い
う
方
法
は
見
当
た
ら
な
い

の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
が
過
ぎ
去
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
に
戻
れ

る
と
考
え
る
の
は
希
望
的
観
測
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
感
染
拡
大
が
起
き
て
も
持
続
可
能
な
地
域
福
祉
と
は
何
か
。
そ

こ
を
意
識
し
て
進
め
な
い
と
、
高
齢
者
な
ど
の
と
じ
こ
も
り
や
社

会
的
孤
立
、
心
身
状
態
の
悪
化
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
育
ん
で
き
た
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
を
絶
や
さ

な
い
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
は
あ
ら
か
じ
め
二
通
り
の
活
動
モ
ー
ド
を

準
備
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
が

治
ま
っ
て
い
る
時
は
、
感
染
防
止
策
を
講
じ
た
う
え
で
「
わ
い
わ

い
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ
」
を
進
め
、
感
染
が
広
が
る
ア
ラ
ー
ト
が
出
た
時

に
は
、
即
座
に
電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
活
動
に
切
り
替
え
る

な
ど
、
常
に
ど
ち
ら
か
が
動
い
て
い
る
こ
と
で
、
つ
な
が
り
を
切

ら
な
い
支
え
合
い
を
維
持
・
継
続
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

二
通
り
の
活
動
モ
ー
ド
を
準
備

支
援
者
側
も
「
孤
立
さ
せ
な
い
」

持続可能な
地域福祉とは

旧泉市社会福祉協議会を経て仙台市社会福祉協議会
へ。地域福祉課長、仙台市ボランティアセンター所長など
を歴任し、東日本大震災時は仙台市災害ボランティアセ
ンター長として被災者支援業務を統括。２０１３年から事
務局次長。１９５６年生まれ、仙台市在住。

髙橋健一氏

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
聞
く

地
域
づ
く
り
・
回
顧
と
展
望
⑤

　「
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
」
を
考
え
る
う
え
で
、

東
日
本
大
震
災
は
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
被

災
者
支
援
の
経
験
を
通
じ
、
介
護
・
福
祉
の
専
門
職
ら
に
よ
る

個
別
支
援
だ
け
で
は
、
被
災
者
や
地
域
住
民
は
必
ず
し
も
幸

せ
に
な
れ
な
い
と
気
づ
い
た
ん
で
す
。
被
災
に
よ
っ
て
生
活
が

一
変
し
、
地
域
の
人
間
関
係
も
絶
た
れ
て
し
ま
っ
た
人
へ
の
支

援
は
、
つ
な
が
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
促
す
も
の
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
個
別
支
援
と
併
せ
、
地
域
支
援
、
地
域

づ
く
り
支
援
が
欠
か
せ
な
い
と
の
認
識
は
、
そ
の
後
の
生
活
支

援
体
制
整
備
事
業
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
規
模
災
害
に
限
ら
ず
、
高
齢
、
障
害
、
子
育
て
、
生
活
困

窮
な
ど
の
問
題
も
同
様
。
個
別
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
支
援
す
る

こ
と
は
当
然
必
要
で
す
が
、
同
時
に
地
域
社
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
も
必
要
。
豊
か
な
人
間
関
係
を
持
ち
、
そ
の
つ
な
が
り
が
切

れ
な
い
よ
う
に
す
る
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
つ
な
が
り
は
、

困
り
ご
と
や
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
が
地
域
で
幸
せ
に
暮

ら
す
た
め
の
貴
重
な
資
源
な
の
で
す
。

　
県
内
の
多
く
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
住
民

同
士
の
つ
な
が
り
や
、
つ
な
が
り
を
育
む
場
、
そ
し
て
つ
な
が

り
に
基
づ
く
自
然
発
生
的
な
互
助
や
相
互
扶
助
を
「
地
域
の

お
宝
」
と
し
、
こ
れ
を
見
つ
け
、
磨
き
を
か
け
る
こ
と
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　「
お
宝
を
磨
く
」
と
は
、
そ
の
価
値
を
認
め
、
お
宝
の
情
報

や
価
値
観
を
広
く
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
お
宝
を
見
つ
け
、
磨
く
。
そ
う
し
た
活
動
の
継
続
が
、
非
常

に
重
要
で
す
。
そ
れ
が
地
域
福
祉
や
介
護
予
防
の
推
進
、
向
上
に

大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

　
お
宝
を
「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
へ
と
事
業
化
、
組
織
化
す
る

の
は
、
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
す
。
特
に
支
援
者
が
押
し
つ
け
る
よ

う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
何
か
の
事
情
で
事
業
が
ま

わ
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、
地
域
の
人
間
関
係
に
与
え
る
ダ
メ
ー
ジ

は
小
さ
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
宝
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
、
福
祉
や
介
護
の
制
度
的
な
不
足
を
補

う
地
域
資
源
で
し
た
。
福
祉
と
は
本
来
、一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
に
な

る
と
い
う
意
味
。
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
が
充
実
す
れ
ば
幸
せ
か
と
い
う

と
、
そ
う
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
人
口
減
と
高
齢
化
が
進
み
、
す
べ

て
の
人
が
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
を
制
度
や
市
場
で
満
た
す
の
は
一
層
難

し
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
変
わ
る
資
源
を
地
域
に
増
や
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
資
源
が
お
宝
で
す
。
私
た
ち
は
古
く
か
ら
、
住

民
同
士
の
価
値
あ
る
つ
な
が
り
を
地
域
全
体
に
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
っ
て
き
た
は
ず
で
す
。

　
お
宝
の
価
値
は
、
計
量
し
て
数
値
的
に
示
す
こ
と
が
難
し
い
。

そ
の
た
め
、
お
宝
を
生
か
す
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
自
分
の
活
動
に
自
信
を
持
て
な
い
ば
か

り
か
、
周
囲
か
ら
も
認
め
ら
れ
ず
、
孤
立
し
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
所
属
組
織
の
上
司
や
同
僚
、
行
政
の

事
業
担
当
者
の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
、
地
域
づ
く
り
は
進
み

ま
せ
ん
。こ
の
点
で
も
、私
た
ち
運
営
委
員
や
連
絡
会
議
の
構
成
員
、

事
務
局
が
連
携
し
て
、
現
場
の
人
た
ち
を
支
援
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

制
度
の
す
き
ま
埋
め
る
お
宝

幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
の
資
源

地域支援の
重要性を再認識

旧宮城県福祉事業団に入職後、同事業団・宮城いきいき
財団・宮城県社会福祉協議会の合併で存続団体となっ
た県社協へ。東日本大震災後、震災復興・地域福祉部
長、震災復興支援室長として被災者支援と地域支援を
担当。１９６３年生まれ、富谷市在住。

西塚国彦氏

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
聞
く

地
域
づ
く
り
・
回
顧
と
展
望
⑥

（宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議運営委員） （宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議運営委員）
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２
０
１
５
年
10
月
か
ら
運
営
委
員
と
し
て
、
県
内
市
町
村

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
国
各
地
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
以
下
、
Ｓ
Ｃ
）
や
協
議
体
の
取
り
組
み
を
見
聞

き
し
て
き
ま
し
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
い

う
よ
り
、
住
民
と
と
も
に
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
当
事
者

（
社
協
職
員
）
の
立
場
で
の
関
わ
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
宮
城
発
全
国
セ
ミ
ナ
ー
や
情
報
交
換
会
な
ど

に
お
い
て
、
頑
張
っ
て
い
る
Ｓ
Ｃ
の
活
躍
が
数
々
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
ほ
ぼ
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は

「
お
宝
探
し
の
セ
ン
ス
の
よ
さ
」
で
す
。
た
ぶ
ん
、
地
域
の

情
報
を
受
け
止
め
る
ア
ン
テ
ナ
の
感
度
が
い
い
か
ら
で
き
る

術
で
、
加
え
て
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
お
宝
に
意
味
づ

け
を
し
て
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
、
住
民
の
想
い
や
力

を
さ
ら
に
引
き
出
す
こ
と
が
容
易
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
な
か
に
は
同
じ
頑
張
り
で
も
孤
軍
奮
闘
の
Ｓ
Ｃ

も
い
ま
す
。
Ｓ
Ｃ
個
人
の
力
だ
け
に
任
せ
た
の
で
は
負
担
が

大
き
く
長
続
き
し
ま
せ
ん
の
で
、
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い

（
抱
え
込
ま
せ
な
い
）
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
組
織
連
携
に
お
い
て
も
、
「
現
状
把
握
で
終
わ
っ
て
し
ま

う
」
「
具
体
的
な
話
し
合
い
が
不
十
分
」
の
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
チ
ー
ム
で
受
け
止
め
チ
ー
ム
で

支
援
す
る
仕
組
み
や
体
制
づ
く
り
が
喫
緊
の
課
題
と
言
え
ま

す
。

　
こ
れ
は
、
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
の
進
め
方
に
も
問
題
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
理
念
の
話
だ
け
で
、
手
順
や
方
法
の

議
論
が
不
十
分
だ
と
、
結
局
ど
う
す
る
の
か
曖
昧
に
な
っ
て
し

ま
い
、
い
わ
ゆ
る
「
空
中
戦
」
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
５
Ｗ
（
い
つ
、
ど
こ
で
、
だ
れ
が
、
な
に
を
、
な

ぜ
）
１
Ｈ
を
意
識
し
た
組
み
立
て
で
、
特
に
Ｈ
（
ど
の
よ
う
に
）

が
肝
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
は
時
間
を
か
け
て
議
論
を
重
ね
る

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
会
議
記
録
の
可
視
化
（
見

え
る
化
・
見
せ
る
化
）
も
認
識
を
共
有
す
る
大
事
な
ツ
ー
ル
で

す
。
何
が
決
ま
っ
て
、
何
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
の
か
、
し
っ
か
り

確
認
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
支
え
合
い
活
動
で
は
、
な
か
な
か
「
こ
う

す
れ
ば
す
べ
て
う
ま
く
い
く
！
」
と
い
う
方
法
は
見
当
た
ら
な
い

の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
が
過
ぎ
去
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
に
戻
れ

る
と
考
え
る
の
は
希
望
的
観
測
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
感
染
拡
大
が
起
き
て
も
持
続
可
能
な
地
域
福
祉
と
は
何
か
。
そ

こ
を
意
識
し
て
進
め
な
い
と
、
高
齢
者
な
ど
の
と
じ
こ
も
り
や
社

会
的
孤
立
、
心
身
状
態
の
悪
化
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
育
ん
で
き
た
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
を
絶
や
さ

な
い
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
は
あ
ら
か
じ
め
二
通
り
の
活
動
モ
ー
ド
を

準
備
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
が

治
ま
っ
て
い
る
時
は
、
感
染
防
止
策
を
講
じ
た
う
え
で
「
わ
い
わ

い
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ
」
を
進
め
、
感
染
が
広
が
る
ア
ラ
ー
ト
が
出
た
時

に
は
、
即
座
に
電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
活
動
に
切
り
替
え
る

な
ど
、
常
に
ど
ち
ら
か
が
動
い
て
い
る
こ
と
で
、
つ
な
が
り
を
切

ら
な
い
支
え
合
い
を
維
持
・
継
続
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

二
通
り
の
活
動
モ
ー
ド
を
準
備

支
援
者
側
も
「
孤
立
さ
せ
な
い
」

持続可能な
地域福祉とは

旧泉市社会福祉協議会を経て仙台市社会福祉協議会
へ。地域福祉課長、仙台市ボランティアセンター所長など
を歴任し、東日本大震災時は仙台市災害ボランティアセ
ンター長として被災者支援業務を統括。２０１３年から事
務局次長。１９５６年生まれ、仙台市在住。

髙橋健一氏

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
聞
く

地
域
づ
く
り
・
回
顧
と
展
望
⑤

　「
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
」
を
考
え
る
う
え
で
、

東
日
本
大
震
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は
大
き
な
タ
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イ
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被
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支
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介
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個
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、
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幸
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な
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が
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再
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な
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個
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。
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齢
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が
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。

　
県
内
の
多
く
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
住
民

同
士
の
つ
な
が
り
や
、
つ
な
が
り
を
育
む
場
、
そ
し
て
つ
な
が

り
に
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互
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や
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「
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の
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し
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け
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磨
き
を
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け
る
こ
と
に
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ま
し
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。
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を
磨
く
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と
は
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の
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を
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、
お
宝
の
情
報

や
価
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観
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く
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
お
宝
を
見
つ
け
、
磨
く
。
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た
活
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続
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非
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に
重
要
で
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福
祉
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介
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予
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の
推
進
、
向
上
に
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に
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お
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活
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と
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化
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す
。
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が
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は
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。
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の
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が
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と
き
、
地
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に
与
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ダ
メ
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ジ

は
小
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と
思
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ま
す
。
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は
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以
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介
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の
制
度
的
な
不
足
を
補

う
地
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資
源
で
し
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福
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と
は
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来
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と
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が
幸
せ
に
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る
と
い
う
意
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ビ
ス
や
給
付
が
充
実
す
れ
ば
幸
せ
か
と
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う

と
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で
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で
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。
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高
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が
進
み
、
す
べ

て
の
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が
あ
ら
ゆ
る
ニ
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ズ
を
制
度
や
市
場
で
満
た
す
の
は
一
層
難

し
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
変
わ
る
資
源
を
地
域
に
増
や
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
資
源
が
お
宝
で
す
。
私
た
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は
古
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ら
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住
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同
士
の
価
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あ
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が
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を
地
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全
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に
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
っ
て
き
た
は
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で
す
。

　
お
宝
の
価
値
は
、
計
量
し
て
数
値
的
に
示
す
こ
と
が
難
し
い
。

そ
の
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め
、
お
宝
を
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す
地
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づ
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組
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活
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援
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デ
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が
、
自
分
の
活
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に
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を
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な
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ば
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り
か
、
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囲
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ら
も
認
め
ら
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、
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ま
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の
で
は
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か
と
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配
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ま
す
。
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解
と
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が
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は
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み

ま
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ち
運
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委
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や
連
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会
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の
構
成
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、

事
務
局
が
連
携
し
て
、
現
場
の
人
た
ち
を
支
援
し
て
い
き
た
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で
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ね
。
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の
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埋
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る
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に
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宮城県内外の
生活支援コーディネーターおよび協議体の
取り組みを発信しながら、
住民や専門職・関係機関の意識を高め、
最後まで住み慣れた地域で暮らし続ける
社会づくりを目指します。
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アドバイザーに聞く地域づくり・回顧と展望
宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議運営委員会

委員・志水田鶴子氏 / 渡邊典子氏
髙橋健一氏 / 西塚国彦氏
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8 まちづくり短信
宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議事務局（宮城県社協）

北海道更別村の生活支援コーディネーター大岡恵子さん。住民がワークショップで制作した冊子のお披露目イベントで、参加者が寄せた感想を木の葉に模して示す。

宮城県地域支え合い・
生活支援推進連絡会議事務局
（宮城県社会福祉協議会）
〈２０２０年9～10月期〉

気仙沼市で協力員・推進員合同会議
　気仙沼市社会福祉協議会は、地域支え合い推進員（生活支援コーディネーター）を第
１層に１人、第２層に10人配置しているほか、推進員と地域とのつなぎ役となる「地域支
え合い協力員」を住民から選任しています。協力員はいわば、推進員が地域に入るとき
の「水先案内人」であり、住民の立場から支え合いの大切さを伝える役割もあります。
現在15人が活躍中で、将来的には第２層を構成する地区社協単位の16地区に２人ず
つ、計32人置く予定です。
　その協力員と推進員が地域の情報を共有し、地域づくりの方向性について検討、確
認する「地域支え合い協力員・地域支え合い推進員合同連絡会議」が10月13日、市民
福祉センター「やすらぎ」で開かれました。会議ではまず第１層推進員が、協力員との
役割分担のあり方などを説明。続いて第２層推進員らが前年度の活動報告を行い、今後
の協力員との連携などについて意見を出し合いました。また、コロナ禍における地域支
え合い活動や見守りについても情報交換を行いました。

（９月25日）若林区の包括と社協が研修共催
　仙台市社会福祉協議会若林区事務所と沖野地域包括支援センターが９月25日、六郷地区社会福祉協議会の協力
のもと、ボランティア研修会を開催しました。テーマは「安心して、楽しく暮らし続けられる地域づくりのためにでき
ること」。福祉委員を務める住民をはじめ、民生・児童委員、地域福祉活動の実践者、ボランティアに興味がある人
など計約40人が参加しました。講師は、仙台白百合女子大学の志水田鶴子准教授と、ほっとサロン将監の佐藤涼子
氏です。
　志水准教授は、「地域づくりは人と人とがつながり合うことから始まる」とし、何気ないおしゃべりといった日常
的な交流によっても「住民同士がお互いに気にかけ合う関係が育まれる」と関係づくりの重要性を強調。そのうえ
で、「気にかけ合って暮らすことが、住み慣れた地域で安心して生活し続けるという私たちの願いの実現に大きな影
響を与える」と訴えました。
　市社協の各区事務所には、今年度から第１層生活支援コーディネーターが配置されています。従来から各地域包
括支援センターで活動する第２層生活支援コーディネーターとの連携が進みつつあり、研修会の共催もその成果の
一つです。

生活支援体制整備事業や地域づくり支援に関する
問い合わせ、情報提供はお気軽に事務局まで
電話：０２２‐２６６‐２６２１
担当：佐藤正、菊池琴美

情報交換会３か所で開催へ 全国セミナーは開催中止

【お知らせ】

　生活支援コーディネーターをはじめ介護・福祉の専門
職、行政の事業担当者らが市町村の枠を越えてグループ
ワーク形式で情報を共有する情報交換会が、県南・県
北・仙台の３つの圏域ごとに開かれます。ワークのテーマ
は、コロナ禍における地域づくり、協議体の運営、高齢者
の移動サービスなど。日時と会場は▷仙台＝12月11日（Ｔ
ＫＰガーデンシティ仙台勾当台）▷県南＝12月14日（県大
河原合同庁舎）▷県北＝12月16日（ホテルサンシャイン佐
沼）。詳細は送付資料を参照いただくか、事務局までお
問い合わせください。

　毎年５００人内外の規模で開催される「宮
城発これからの福祉を考える全国セミナー」
は、新型コロナウイルスの感染防止の徹底
が難しいとの判断から、このほど中止が決定
しました。




